第4回　虐待防止推進委員会　議事録
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
虐待防止推進委員会開催日程

開催日時：毎月第2水曜日　15：30～16：00
場　　所：病院2階会議室

· 欠席届はワークフロー申請となります。開催日前に必ず提出して下さい。業務都合で欠席の場合も、必ず申請して下さい。

【事業進捗状況】
研修
精神領域　主担当：松村SGM
⇒8月に実施。レポート提出率が34％と低かった為、期間を延長し実施。最終64％。レポート提出率が低い事は、職員の虐待防止に関する意識の低さの表れである。下期の研修は参加率をあげるよう実施していく。
高齢領域　主担当：河原SGM
⇒下期の研修への準備を進めていく。
意識調査
主担当：奥寺SGM、上野SGM
⇒調査終了し、結果をWIZ掲示板へ掲示済み。
【考察】
前年度の意識調査の結果と比べ、自分が虐待や不適切なケアをしていると記入した職員の数が増えていた。実際現場にて虐待や不適切な行為が増加したわけではなく、昨年実施した調査や研修等から、今まで自分がしていた行為や言動が不適切なケアだと気付いた職員が多くなった結果だと考える。職員がまずは、何が虐待や不適切なケアかを気付く事が大事であると考える為、調査の継続は必要であると感じた。

啓発活動
主担当：大井SGM
◯標語ポスター　
⇒上半期の標語をポスターにして各部署へ配布したので、各委員にて部署への掲示をして下さい。
◯虐待防止に関する情報提供
⇒10月分、にWIZ掲示板に掲示している。
事例検討
担当：赤坂SGM
⇒入院患者への対応について。
　事前情報として…

70代男性、疾患名：うつ病、認知機能の低下あり。
　　ＡＤＬは比較的自立しているが、排泄はリハビリパンツを使用で間に合う時はトイレを使用している。夜間は尿失禁がある。

　　主治医の方針として【自立を促進するように】といった指示がある。

　本人より夜間の失禁について申し出があった。その際、「先生からも自分で出来ることは自分でやるように言われてますよね？ご自分で着替えとシーツ交換、床の汚染を処理して下さい」とスタッフより言われている。

　この対応は虐待にあたるのか？それとも生活指導か？

白川ＳＧＭ
　⇒虐待にあたると思う。入院患者を放置しているように感じる。

福士ＳＧＭ

　⇒上記のような声掛けは虐待のあたると思う。本人が虐待と捉えないような声掛けを行い自立を促していかなければならない。

吉田委員長
⇒自立を促すとはいえ、言い方一つで相手が虐待と捉えてしまうこともある為、促し方や言葉を考えながら対応していく事が大事だと思う。
高齢者虐待に関する指針の改定及びホームページへの掲載について　吉田委員長
⇒野々上AOM、吉田にて指針の改定を行い、理事長より決済頂いている。今後庄司TOLにホームページ掲載を依頼していく。
上半期ヒアリング終了
10/5、上半期のヒアリング終了し特に指摘事項なし。下半期も遅延なく研修、啓発活動等実施していく。
【次回委員会予定】

日時：R4年11月9日（水）15：30～

場所：病院2階　会議室

議事録：河原SGM（サブ 田村さん）　事例担当：大井SGM,奥寺SGM
